
 

 

 早いものできりん組での生活も残り一か月となりました。 

3月からは進級移行期間となるため、過ごす部屋や大人が変わっていきます。チームきりん組として、 

“残りの日々でどんな思い出が作れるか”・““どんなことに挑戦していきたいか”など子ども達と一緒に 

見つけ進級に繋げていきたいと思います。 

 今月は、『異年齢交流』についてお知らせします。今までも散歩や行事の合同練習など交流をする機会

はありましたが、1月中旬から幼児クラスで連携し、積極的に交流の機会を設けています。 

 

 

『年少児との関わり ～見本になる意識～』 

年少児との関わりでは、“見本になろうとすること”をねらいとしています。 

生活面（身支度・物の使い方・食事の仕方など）・お当番活動等の見本になるために、どのようなところを

普段から意識し生活したらいいか・年少児に教える際、どんな言い方で伝えてあげられるといいか など子

ども達と一緒に話し合いながら実践しています。また、今後取り組みたい内容としてぞう組の頃から続けて

きた毎日体操を一緒にやっていきたいと思っています。また、見本になるためにはどうしたら良いか子ども

達に聞いてみたところ「かっこよくする」「ちゃんとする」という意見が多く出ました。カッコいいとは？ 

ちゃんとするとは？ 具体的にどんな姿なのかを子ども達と深掘りし、更なる意識向上を目指します   

 

 

 

『年長児との関わり ～憧れと期待～』 

年長児との関わりでは、年長児への“憧れや期待を持つこと”をねらいとしています。 

年長児との関わりの中で印象的なことは、ごっこ遊びです。今までたくさんのごっこ遊びに招待してもらっ

たことで、「年長さんみたいに作ってみたい」「どうやって作ったんだろう」と強く刺激を受け、子ども達の

遊びや制作にも反映されています。きりん組での生活だけでは、縦の関係（大人と子ども）・横の関係（同

い年）の関わりが主となりますが、ナナメの関係（年の近い子ども）と積極的に交流していくことで、 

・手伝ってあげたい/教えてあげたいと思う存在。→自分の経験をアウトプットする。 

・もう少しで届きそうだけどなかなか届かない存在。→憧れの姿をインプットする。 

異年齢との関わりの中で普段なかなか抱くことのない感情や気持ち、心の成長を大切にしていきたいと思

います！ 

 

 

２月より新しい仲間を迎え、２３人クラスとなります！ 

これからよろしくね！ 


